
 

学 校 名 等 下呂市立尾崎小学校 

実 施 日 時 年２回（７月と１２月） 

会 場 自宅/ 尾崎小学校 

参 加 人 数 全校児童＋全保護者 （１０２名＋ ７６名） 

学習課題（分野） ノーメディア・ノーゲームデ―  

運営者の願い 

メディアを全て排除するのではなく、子供たちの生活を見直し、子供た

ち自らが、メディアをコントロールする力を身に付けることを目指す。全

児童・全保護者を巻き込んだ運動にすることにより、大きな効果が期待で

きる。 

学 習 の 内 容 

＜ノーメディア ノーゲームデ― ＞ 

☆実施日・回数等： 年２回 ７月と１２月頃の年２  

回、期間中の都合のよい３日間に取り組む。 

☆実施方法：子供と話し合って、実施日と実施コ   

ース（５つ）の中から１つ選択（右下の資料参考） 

⇒家族全員で取り組む 

⇒取組状況と親子の感想欄を書いて提出 

⇒「親子読書」とも連携 

＜感想＞ 

・本人が７日間（本来は、一週間の内３日間で可）  

のノ―メディアデ―にすると決めた。テレビを見た 

いと言い出すと思ったが、一緒に散歩をしたり、 

オセロをしたりと、楽しい時間だった。 

・ノーメディアだと、食事・お風呂がスムーズ。いか    

にメディアに操られているかが分かった。 

・我が家では D コースで精一杯。少しずつ上のコ     

ースを目指したい。 

・パーフェクトコースでも、ニュースは見てもよいの 

では？親の方が辛かった。 

・祖父母がテレビを点けっ放し。家族全員で考えた 

い。 

＜親子読書＞ 図書館と連携した取組 

☆実施回数：ノーメディアデ―の前後に２回実施。 

☆ねらい 親子の触れ合いの中で読書を楽しむ。 

☆実施方法  

・親子で読書（同じ本でも、違う本でも可） 

・期間中、１冊以上読み、感想を書いて提出後、図 

 書館に掲示し、親子読書のよさを広める。 

＜保護者感想＞ 

・「この本読もう！」と来てくれる。今回もとても面白い 

本を選んでくれた。実はこの親子読書の期間、本 

以外のことも色々話すことができてとてもうれしい。 

・「『ぐりとぐら』の過ごし方、自分達はどう思うかな？」と話し合いながら読み進めることができ、楽しい

読書タイムとなった。 

＜成果と課題＞ 

○一昨年と比較して、達成率も上がっており成果を実感できる。 

○「ノーメディアデ―」によってできた時間の活用法は、 １位:読書 ２位:運動 ３位:お手伝い ４位：

勉強（自学）の順。有効に時間が使えているようだ。｢ノーメディアデ―推進事業特集号通信｣から 

○「ノーメディアデー」に限らず、在宅取組型の活動が定着し、保護者の意識も向上している。 

△「ノーメディアデ―」だけの取組で終っている家庭も多い。今後、子ども自らがメディアコントロール

できるよう、様々な所とも連携し、息の長い活動にして定着を目指していきたい。 

 

  「ノーメディアデ―」の

活動は、親子で話し合って５

コースから選択できます。一

人一人の思いや、個々の家庭

の状況に合わせて、無理なく

取り組めるようになっていま

す。また、一週間の内最低３

日間の取組を目指しています

が、意欲的に７日間取り組ん

だケースもあり、個に応じて

ハードル設定できるところが

いいです。 

体験活動参加型＋在宅取組型（小学校） 

 「一家庭一ボランティア」の活

動も活発。（以下に感想） 

子：車が駐・停車するところ

に、「煙草のすいがらばっ

かり！」 

親：その発言に、大人として、

恥ずかしかった。 

 

親子で話し合って、下記の５コースより選択 

パーフェクト 一日中ノーメディア 

A 帰宅～寝るまでノーメディア 

B 夕食～寝るまでノーメディア 

C メディアは 1時間のみ 

D 食事・勉強中ノーメディア 

かなり厳しいコース（パーフェクト～C コー

ス）を選んだ家庭は５７％もありました。計画

通りに達成できた率も今年度第１回目８４％ 

（前年度同期７４％）と高くなっており、運動

の成果は確実に上がっているようです。 

 

ノ―メディアデーで

生じた時間を読書に

活用すると回答した

人は ⇒ 約４５％ 

  「ノーメディア・ノ―ゲ

―ムデ―」に限らず、様々な

取組（「弁当の日」「一家庭一

ボランティア」なども含め 5

種類、年７回）に在宅型で取

り組まれています。保護者参

加率も、毎回ほぼ１００％

で、学校と保護者の連携が素

晴らしいです。 

 


